
1 

 

 

 

 

 

2025年度 

事業報告書 
（公益第13期） 

 

2025年7月1日〜2026年6月30日 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 



2 

2 

目次 
1．概況   ........................................................................................................................................... 3 
 

2．事業   ........................................................................................................................................... 2 

ア. 市民活動団体への助成事業 ............................................................................................................................6 

（1）共感寄付事業 

（2）「有園博子基金」事業 

（3）「真如苑・ひょうご多文化共生基金」事業 

（4）「ひょうご・みんなで支え合い基金」事業 

（5）災害支援事業 

イ. 市民活動団体への非資金的支援事業 ......................................................................................................... 16 

（6）NPO等の運営基盤強化に向けた市民参加にかかるセミナー等実施業務（神戸市委託事業） 

（7）NPO法人相談窓口事業 

                  ①NPO法人設立・運営相談窓口事業（神戸市委託事業） 

                  ②認定NPO法人相談窓口事業（神戸市委託事業） 

（8）孤独・孤立対策担い手育成支援事業（内閣府交付金事業） 

  （9）その他の中間支援事業 

ウ. 市民活動活性化につながる基金・財団等への支援 ................................................................................ 23 

（10）他の基金等の事務局受託等 

エ. 調査研究事業 ................................................................................................................................................... 24 

（11）調査研究・ネットワーク事業 

オ. 社会貢献を志す方への支援 .......................................................................................................................... 26 

（12）広報・ファンドレイジング事業 
 

3．組織   ......................................................................................................................................... 27 

（1）役員、評議員、顧問、専門アドバイザー等の状況 

（2）会議 

（3）組織の基盤整備 
 

〈資料編〉   ........................................................................................................................................ 30 
 

4．決算報告  ....................................................................................................................... 別紙 

（1）活動計算書 

（2）貸借対照表 

（3）財務諸表に対する注記 

（4）附属明細書 

（5）監査報告 

 



3 

3 

1．概況 
公益第13期となる2025年度は、前年度に続いて助成事業・非資金的支援事業の両面でこれまでの

活動をさらに深化させる1年となりました。引き続き多くの皆さまのご支援、ご参画を頂き、兵庫

の市民セクター確立へむけた活動を実施することができました。心から感謝申し上げます。 
  

助成事業の進展 

助成事業では、前年度に「ひょうご・みんなで支え合い基金（以下、支え合い基金）」で新設し

た組織応援コースを「真如苑・ひょうご多文化共生基金」でもスタートさせたほか、新規のご寄

付により「外国ルーツまたはミックスルーツの若者の活動支援基金」を支え合い基金内に新設し

ました。一方、支え合い基金の「一般分野」はプログラム見直しのために今期は募集を休止しま

した。「有園博子基金」でも、数年続けてきた組織基盤強化コースの募集を今期は休止し、これま

での資金助成の成果を検証する年とし、資金面以外の支援として組織基盤強化研修を実施してい

ます。 

前年度にリニューアルした共感寄付プログラムは、引き続き多数のご参加を得て年間1,000万円

以上を集める寄付募集プラットフォームとして定着してきています。引き続き認知度向上などに

注力し、寄付者にとってもNPOにとっても良き出会いの場になるよう育ててまいります。 

2025年度単年度の助成額は17,614,101円（46件）でした。財団設立からの累計では182,714,377円

（543件）となりました。 
 

非資金的支援事業の充実 

相談、研修など資金助成以外の支援事業では、前年度に続き、国の「孤独・孤立対策」関連の

事業に県内外の中間支援組織と連携して取り組みました。その中でNPOが「市民参加を募り受け

止める力」を高めるための支援事業を「参加のデザイン」と称して実施してきましたが、当年度

はこれが他の事業にも拡がりました。「参加のデザイン」事業はNPO支援の面だけでなく、市民が

社会課題に関わる機会を増やすという意味で重要であり、今後も当法人の重要事業と位置づけて

まいります。 
 

調査研究、提言活動 

この1年間は、主に「中間支援と協働」「公益信託」の分野で活動しました。 

前者は、「NPOと行政の協働タスクチーム」「CEO会議」ほか全国のネットワークの中で継続的

に検討・協議しています。「中間支援機能の強化」は全国的な課題であり、引き続きアドボカシー

（提言）も行いつつ、この分野の力を高めていきたいと考えています。 

昨年度は、2024年度の公益法人制度改革に続き、「公益信託」が抜本的に改正される年となり、

各種の勉強会等に参画しました。 
 

社会貢献を志す方への支援（広報・資金調達の状況） 

当法人にとっての「広報・ファンドレイズ（資金調達）」は、寄付者やボランティア希望者など
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社会貢献を検討される方にとっては情報提供やコンサルテーションというご支援になります。上

記の「参加のデザイン」事業もそうですし、遺贈希望者への相談・情報提供もそのように位置づ

けて実施しています。 

当年度は、上記のようにご寄付（遺贈寄付）により『外国ルーツまたはミックスルーツの若者

の活動支援基金』が実現したほか、年度末近くに複数の遺贈相談が重なり、さまざまなご希望を

お持ちの寄付者様と相談を重ねています。 

 

組織 

前年度に始まった組織改革の一環で、理事会のもとに設置した「広報・ファンドレイズ」「助成

プログラム」「人事・総務」の３部会が本格的に動き出しました。意思決定・事業推進の両面で事

務局と一丸になる体制ができつつあります。 

2026年5月には3年ぶりとなる職員募集を開始し、新年度7月に正職員1人を採用しました。また、

組織化の一環として6月に事務局長代行職を設置し、新年度7月1日に安井職員が就任しました。 

 

事業規模の推移 

（単位：万円） 

年度 経常収益 経常費用 経常増減 正味財産期末残高 

2013年度 1,290 1,240 50 416 

2014年度 1,111 1,170 -59 869 

2015年度 2,325 2,480 -154 356 

2016年度 2,121 2,017 104 307 

2017年度 1,405 1,435 -30 361 

2018年度 2,771 2,391 380 10,788 

2019年度 3,968 3,907 61 9,335 

2020年度 4,282 4,011 272 9,443 

2021年度 9,097 3,640 5,458 13,302 

2022年度 3,519 4,100 -581 12,174 

2023年度 4,308 5,045 -737 12,148 

2024年度 5,666 6,376 -709 9,319 

2025年度 4,965 5,710 -745 8,575 

2026年度/予算 3,027 5,693 -2,665 5,946 
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注記 

2025年度より令和6（2024）年12月

改正の「新公益法人会計基準」を採

用しており、2025年度分から新会計

基準で記載しています。 

なお、2025年度には、過年度に受

け入れた寄付金（指定純資産）を原

資として実施した活動分が960万円あ

り、旧基準ではその原資分を各年の

収入として計上していましたが、新

会計基準では当期の寄付金収入には

含めていません。 

過去に受け入れた寄付金（指定純

資産）の残高は4,870万円です。 

また、2021年度の寄付金収入には

特定費用準備資金に充当する5,300万

円の寄付を含んでいます。 
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2．事業 

ア. 市民活動団体への助成事業 
当年度は以下の助成事業を実施した。（1）共感寄付事業以外の3基金は、例年通り共通の募集要

項を作成し、広報や申請手続きを共通化した「合同募集」として募集した。 

 

・2025年度助成（2025年4月〜2026年3月） 

（1）共感寄付事業 第6期 

（2）有園博子基金 第7期 

（3）真如苑・ひょうご多文化共生基金事業 第9期 

（4）新ひょうご・みんなで支え合い基金 第3期 

・2026年度助成（2026年4月〜2027年3月） 

（1）共感寄付事業 第7期 

（2）有園博子基金 第8期 

（3）真如苑・ひょうご多文化共生基金事業 第10期 

（4）ひょうご・みんなで支え合い基金 第4期 

  

「共感寄付」は前年度にリニューアルを行って団体数・寄付額とも大規模化し、2026年4月スタ

ートの第7期も引き続き30団体の参加となっている。 

「有園博子基金」は、数年続けてきた組織基盤強化コースの募集を今期は休止し、これまでの

資金助成の成果を検証する年とした。資金面以外の支援として、これまでの助成先団体を対象に

組織基盤強化研修を実施している（継続中）。募集した活動応援コースは初めて採択数0件となっ

た。 

「真如苑・ひょうご多文化共生基金」は社会状況を反映しているのか、過去最大の応募数（202

6年度助成）となった。小規模な団体も多いが、多文化共生を進める大切な担い手が県内には多数

あり（当事者団体も多い）、組織基盤の強化も必要との考えから、新たに組織助成のコースを新設

した。 

「ひょうご・みんなで支え合い基金」では、従来の「一般分野」の募集を休止しプログラム見

直しを行った一方、新規のご寄付により「外国ルーツまたはミックスルーツの若者の活動支援基

金」を新設した。 

支え合い基金は個人（一般寄付、遺贈）・企業・団体など多くの寄付で成り立っていることも特

筆しておきたい。 

 

以上4種の助成プログラムで、2025年度は計65件、25,052,302円の助成を実施した（共感寄付は20

25年6月末締めの寄付金の助成、3基金は2025年度事業への助成）。当財団の助成額は累計で165,100,

276円（514件）となった。 

 

○広報・募集の流れ 

2025年 10月24日 募集要項公開/県庁記者クラブで記者発表 

 11月上旬  募集チラシ発送（県市町、社協、中間支援、図書館公民館等） 
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 11月14日～12月4日 助成金説明会 

   対面は神戸市で1回、オンラインは5回開催した。 

 11月20日   募集開始 

 12月18日   応募締切  

 

○市民活動大交流会の開催 

 2025 年度の助成事業の一環として「市民活動大交流会」を開催した。従来は個別に開催してい

た中間報告会を各基金の採択団体が一堂に会する形とし、共感寄付の参加団体にも呼びかけて、

学び・報告・交流の3要素を盛り込んだ大交流会として企画・実施したもの。 

 当財団の助成を受けられている団体をはじめ兵庫県内でNPOやボランティア活動に携わる方々、

助成事業の選考委員の方々や当財団の役職員など、70人弱が集まる盛会となった。  

日時 2025年10月4日（土） 会場：兵庫県中央労働センター 

参加 約65人（採択団体から46人）  

研修 「市民活動の資金調達の基本を考える」 

講師 河合 将生 氏（office musubime代表/当財団理事） 
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（1）共感寄付事業 

 概要 
「共感寄付プログラム」は、NPO・市民活動団体による寄付募集を、当財団の寄付控除資格を

活用して支援し、地域課題の解決や公益的活動の推進につなげる仕組みである。2012年に（特活）

市民活動センター神戸で開始し、2014年度に当財団へ事業移管した。2024年度にはプログラムの見

直しとホームページのリニューアルを行い、2025年4月から第6期として再スタートした。2025年度

は第6期の運営を継続するとともに、2026年4月からの第7期開始に向けた準備を進めた。 
 

実施内容 
 2025年度は、ファンドレイジング講座、参加団体による座談会、団体交流会の開催、イベント

でのブース出展、プログラムチラシの県内公共施設への配架依頼などに取り組み、参加団体のフ

ァンドレイジング力の強化や、プログラムの認知拡大と参加団体の増加促進を図った。 

  また、2026年4月からの第7期開始に向けて新規参加団体の募集説明会、選考委員会、寄付募集準

備などを進め、第7期は2026年6月時点で30団体（32事業）が寄付募集を実施している。 

 寄付募集の活性化により、当年度の寄付額は14,369,532円（510件）、助成額は12,214,101円となっ

た。 

 

【プログラム実施期間】 

寄付募集・事業実施期間 第6期 2025年4月1日〜2026年3月31日 

 第7期 2026年4月1日〜2027年3月31日 

 

【応募及び採択状況（第7期）】 

応募 9件→採択 9件 

※採択団体一覧は末尾の資料編に記載 

 

【選考の流れ（第7期）】 

2026年 2月12日 新規参加希望団体向け説明会実施（オンライン）16団体参加 

 2月以降 新規参加団体 個別面談随時実施 11団体参加 

 4月22日 選考委員会開催 

 

【選考委員】（敬称略／肩書きは委員会開催当時） 

委員長  藤井 洋一 （株）神戸新聞社 論説副委員長 

委 員 関谷 善行 （株）日本政策金融公庫 神戸支店 神戸創業支援センター所長 

委 員 北 茂正 兵庫県県民生活部次長 兼 人権参事 

 

〇講座 

2025年 10月4日 市民活動大交流会内にてファンドレイジング講座実施 

2026年 1月19日 プログラム参加団体座談会実施（10団体参加） 

 

〇広報活動 
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2025年 5月31日・6月1日 神戸レインボーフェスタ2025 ブース出展 

2025年 7月・9月 プログラムチラシを県内約170ヶ所に2回発送、配架依頼 

2026年 4月14日 プログラムを通じたご寄付に紺綬褒章が授与され、神戸新聞に掲載 

 

成果と課題 
 プログラムの見直しにより、参加団体は、第5期9団体（9事業）から第6期30団体（30事業）へ

と大幅に増加した。さらに第7期では30団体（32事業）が寄付募集を実施しており、「共感寄付プ

ログラム」は、NPO・市民活動団体による寄付募集を支える仕組みとして運用の広がりを見せ、

助成終了後の資金確保に向けた選択肢の一つとしても徐々に定着しつつある。また、来期への参

加に関する問い合わせがすでに複数寄せられており、NPO・市民活動団体から継続的な関心が示

されていると言える。 

 今後は、プログラムの継続的な広報と情報発信の強化によりプログラムの認知度を高めること

で、より多くの市民に参加団体の事業の意義を伝え、寄付による支援の広がりにつなげていく。 
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（2）「有園博子基金」事業 

 概要 
 2017年末に逝去された有園博子さん（兵庫教育大学教授＝当時）の遺贈を受け、2018年に設立し

た。DVや性暴力、犯罪・事故の被害者など、深い傷を負った人たちの支援と支援者育成に精力を

傾けていた故人のご遺志を受け、①DV被害者、②虐待された子ども、③性暴力の被害者、④JR福

知山線脱線事故のご遺族、に関わる活動・研究を支援してきた。また2024年度の第6期より「⑤困

難な状況にある女性への支援活動」と、①〜⑤に関わる支援のための研究や予防・防止のための

教育・啓発活動も支援対象に加えている。資金助成は組織基盤強化コースと活動応援コースの2つ

を設け、組織支援では運営の専門家を派遣する伴走支援にも取り組んできた。 

 

実施内容  

 2025年度は第7期（事業実施期間2025年4月1日～2026年3月31日）の事業実施期間であり、続く第8

期（事業実施期間2026年4月1日～2027年3月31日）の募集・選考を行った。 

 

○資金助成 

 第7期は組織基盤強化コースと活動応援コースへの助成を行った。また基金の成果の検証のため、

2025年7〜8月にかけて過去の採択団体6団体に対してのヒアリングを行った。 

 第8期は企画委員会の議論を経て、活動応援コースの募集を行う一方、組織基盤強化コースは1

年休止してこれまでの資金助成の成果を検証するとともに、相互交流と学びの年とした。これま

での採択団体に対する支援としては、組織基盤強化研修を行うこととした（p.11）。 

 第8期募集では活動応援コースに1件の応募があったが、不採択となった。 

 

【応募および採択状況（第8期）】 
 応募 採択 

件数 応募額 件数 採択額 

活動応援コース 1件 200,000円 0件 0円 

 

【選考の流れ（第8期）】 

2025年 8月28日 第8期企画委員会開催 

2026年 2月20日 第8期選考委員会開催 

 

【企画委員】（敬称略／肩書きは委員会開催当時） 

委 員 岩井 圭司 大阪人間科学大学 人間科学部医療福祉学科 特任教授 

委 員 柏木 登起 （一社）シミンズシーズ総合研究所 代表理事 

委 員 竹端 寛 兵庫県立大学 環境人間学部 教授 

委 員 仁科 あゆ美 （一財）大阪府男女共同参画推進財団 理事・本部長 

委 員 西部 智子 法律事務所ユノ 弁護士 

委 員 増井 香名子 日本福祉大学 社会福祉学部 准教授 
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【選考委員】（＊＝企画委員と兼任、敬称略／肩書きは委員会開催当時） 

委員長 石田 賀奈子 立命館大学 産業社会学部 教授 

委 員 岩井 圭司 ＊ 

委 員 竹端 寛 ＊ 

委 員 西部 智子 ＊ 

委 員 中山 光子 （認定特活）宝塚NPOセンター 理事長 
 

○伴走支援（アドバイザー派遣）の実施とその研究会開催 

第7期は1団体に対してアドバイザー派遣を実施した。 

※伴走支援研究会は2024年度内の2025年6月17日にオンライン開催した。 

団体名 担当アドバイザー 支援内容 派遣回数※1 

（特活）性暴力被害者支援

センター・ひょうご 
柏木 輝恵 

これまでの伴走支援で取り組んできた役割

分担のフォローアップ。 
1回 

※1 第7期（2025年4月～2026年3月）の件数 

※2 当初はもう1団体の派遣を行う予定だったが、別助成金での支援となった。 
 

【伴走支援アドバイザー】（敬称略） 

荻野 俊子 NPO会計支援センター 代表 

柏木 輝恵 （一社）シミンズシーズ総合研究所 理事 

河合 将生 office musubime代表 

東末 真紀 個人 
 

○組織基盤強化研修 

 これまで有園博子基金で組織基盤強化に取り組んできた団体は、支援現場で必要な専門性の向

上へ向けての取り組みが多くなされた一方、運営・マネジメント力の部分は道半ばであるという

課題意識に立ち、運営・マネジメント力の強化をテーマとした研修を企画。これまでの有園博子

基金の採択団体を対象に実施している（参加4団体）。 

講師 遠藤 智子 氏（一社）社会的包摂サポートセンター事務局長 

ファシリテーター 柏木 輝恵 氏（一社）シミンズシーズ総合研究所理事 

開催日 2026年5月16日、6月16日、8月28日（予定）、10月30日（予定） 
 

成果と課題 
 第7期の組織基盤強化コースに採択された団体は、それぞれの課題に応じて、スタッフの研修や

スーパーバイズ体制の整備による支援の質の向上、経営指針の策定や処遇改善のによる次世代へ

の継承を見据えた土台作りなどに取り組んだ。活動応援コースではセルフケアのワークショップ

の企画・実行を通じ、次の活動へつながる経験を生み出した。 

 第8期は活動応援コースの募集が1件のみかつ不採択となったため、資金助成を行わない期とな

った。 

 組織基盤強化研修へ向けた議論の中で、高い当事者性を持つ女性支援団体が、現在の社会の価

値観に合わせた運営力を持つことの難しさを改めて確認した。2025年度は前半の2回を実施したが、

参加団体からは多くの刺激や改めて理解した点をアンケート等を通じて頂いている。一方で諸事

情で参加出来なかった団体に対するフォローも検討する必要がある。 
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（3）「真如苑・ひょうご多文化共生基金」事業  

 概要 
 本基金は、宗教法人真如苑による寄付を原資とし、兵庫県内で「多文化共生・外国人支援」に

取り組む団体を支援しようとするものである。 

 これまでの採択数は、のべ44件（団体数は25）、5～36万円の範囲で毎年120～130万円の助成を行

っている。 

 

実施内容 
 2025年度は多文化共生基金の6年目（真如苑基金通算では第9期）（事業実施期間2025年4月1日～2

026年3月31日）の事業実施期間であり、7年目（同じく第10期）（事業実施期間2026年4月1日～2027

年3月31日）の募集・選考を行った。 

 第10期は3年毎の新しいクールの初年度にあたることから、真如苑との間で基本設計についての

協議を実施した。その結果、事業への助成（事業助成）に加え、団体の活動基盤の強化が重要と

の観点から、組織そのものの発展・成長を支援する「組織応援コース」（組織助成）を新設した。 

 

〇資金助成 

【応募および採択状況（第10期）】 
 応募 採択 

件数 応募額 件数 採択額 

活動応援コース 19件 5,498,000円 5件 1,100,000円 

組織応援コース 1件 490,000円 1件 200,000円 

合計 20件 5,988,000円 6件 1,300,000円 

参考）神戸阪神間   3件 570,000円 

参考）神戸阪神外   3件 730,000円 

※採択団体一覧は末尾の資料編に記載 
 

【選考の流れ（第10期）】 

2026年 3月2日 第10期選考委員会開催 

 

【選考委員】（敬称略／肩書きは委員会開催当時） 

委員長 野津 隆志 兵庫県立大学 名誉教授 

委 員 横川 太 （公財）兵庫県国際交流協会 専務理事 

委 員 李 裕美 （特活）多言語センターFACIL 理事長 

委 員 米川 敦史 真如苑 社会交流部 主査 

 

〇2026多文化共生ネットワーク会議 

日 時 2026年5月28日 

場 所 こうべまちづくり会館 
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参加者 2025年度（7団体）および2026年度（6団体）の助成先、過去の採択・不採択団体や

行政・外郭団体（9団体）、真如苑、選考委員、役員、事務局 合計28人 

内 容 1）第9期の「活動報告」および第10期の「活動計画」発表 

2）参加団体すべてによるポスターセッション（団体紹介や事業報告・事業計画概

要紹介） 

3）全員を6班にわけてのグループセッション（テーマは①当時者の状況や社会環

境、②支援者側の課題、③行政施策や制度など） 

 

成果と課題 
 応募件数が過去最多を更新した。一方で、助成金総額は130万円と例年どおりなので、結果とし

て倍率は金額ベースで4.61倍となった。内訳は、採択1件、減額採択5件、不採択14件であった（新

設の組織応援コースも減額採択で1件）。真如苑に対し、助成額の増額を引き続き求めていきたい。 

 また、2026多文化共生ネットワーク会議は、当該採択団体の報告や計画発表にとどまらず、よ

り多くの多文化共生・外国人支援の団体が参加して、活発な相互交流や学び合いの機会となって

きた。より広範囲かつ多くの団体・個人が参加し、兵庫の多文化共生・外国人支援団体の交流の

場として定着していくよう、引き続き広報活動に注力していきたい。さしあたり、参加メンバー

を中心に、情報交換の手段としてメーリングリストを構築し、その先駆けとした。 
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（4）「ひょうご・みんなで支え合い基金」事業 

 概要 
 「ひょうご・みんなで支え合い基金」は新型コロナ禍の市民活動を支援した「（旧）ひょうご・

みんなで支え合い基金」の名称を受け継ぎ、兵庫県下で活動する市民活動への資金提供を市民が

寄付で支えていく市民どうしの支え合いをかたちにしたものである。複数の基金の事務や選考過

程を共通化することで、小規模な寄付も効率的に助成へ繋げている。若者や子ども支援、組織応

援等の分野で助成を行い、連携やネットワークを活かした活動を重点的に支援している。 
 

実施内容 
 2025年度は第3期（事業実施期間2025年4月1日～2026年3月31日）の事業実施期間であり、続く第4

期（事業実施期間2026年4月1日～2027年3月31日）の募集・選考を行った。 

 第3期では、小規模な組織支援の枠として新規に「組織応援コース」を設けている。 

 第4期で募集した基金は下表の通りである。寄付者の意向に基づいて「若者活動応援分野」「子ど

も支援分野」を継続したほか、引き続き「組織応援コース」を設け、それぞれの助成金に充当した。 

 また新たなご寄付のお申し出があり（竹沢泰子京都大学名誉教授）、「若者活動応援分野」の中

に、外国ルーツ・ミックスルーツの若者による活動を応援する枠を新設した。 

 一方で有効な助成プログラムを検討するため「一般分野」 の募集は休止した。 
 

【募集した基金の一覧（第4期）】 

分野・コース 基金名 分野・内容 助成予定額 助成決定額 

若者活動応援分野 

外国ルーツまたはミックスルーツ

の若者の活動支援基金 

外国ルーツ・ミックスルーツ

の若者を主体とする活動支援 
40万円 応募なし 

野田子ども・若者応援基金 
子ども支援・若者の活動

支援 
80万円 60万円 

子ども支援分野 
田中成治基金 子ども支援 

250万円 270万円 中村毅一郎・婦美乃基金 子ども支援 

ASAHI-MITSUHASHI基金 医療・子ども支援 

組織応援コース 支え合い基金全体の枠組みから拠出 分野限定なし 80万円 80万円 

 

【応募及び採択状況（第4期）】 

分野・コース 
応募 採択 

件数 応募額 件数 採択額 

若者活動応援分野 4件 800,000円 3件 600,000円 

（外国ルーツまたはミックスルーツの若者の活動支援） 0件 0円 0件 0円 

子ども支援分野 39件 12,202,000円 9件 2,700,000円 

組織応援コース 6件 1,606,000円 3件 800,000円 

合計 49件 14,608,000円 15件 4,100,000円 

※採択団体一覧は末尾の資料編に記載 
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【選考の流れ（第4期）】 

2026年 2月17日 組織応援コース選考委員会 

 3月18日 若者・子ども部会選考委員会 

 

【選考委員】（敬称略/肩書きは委員会開催当時） 

・若者活動応援分野・子ども支援分野 

委員長 石田 祐 関西学院大学人間福祉学部 教授 

委 員 川中 大輔 シチズンシップ共育企画 代表、関西学院大学 人間福祉学部 専任講師 

委 員 末永 美紀子 （特活）こどもコミュニティケア 代表理事 

委 員 長沼 隆之 神戸新聞社 論説副委員長 

 

・組織応援コース 

委員長 早瀬 昇 （社福）大阪ボランティア協会 理事長 

委 員 柏木 輝恵 （一社）シミンズシーズ総合研究所 理事 

委 員 村上 義弘 コミュニティ会計研究所 代表 

 

成果と課題 
 第3期の「子ども支援分野」では、不登校の子どもの支援や居場所づくりの活動、LGBTQのろう

者向けのサポートブックの制作など、既存の制度では十分に対応できない子どもたちへの専門的

支援を中心にサポートした。 

 第4期から募集をはじめた「外国ルーツまたはミックスルーツの若者の活動支援基金」は問い合

わせは複数あったものの応募に至らず、次期は対象者に届くよう広報を強化したい。 

 「組織応援コース」の初年度となった第3期4団体は、当初の目標へ到達した団体がある一方、

戦略計画策定まで至らなかった団体もあった。どの団体も、コアメンバーが組織課題を共有する

時間を持てたことは重要な成果として挙げている。また第4期の選考では団体自身による課題分析

の難しさが浮かび上がった。小規模な組織助成のよりよい形を引き続き探っていきたい。 

 地域の地道な取り組みを支えるのはコミュニティファンドの役割であり、今後もこうした取り

組みを支えるプログラムを検討していきたい。 

 

 

（5）災害支援事業 

兵庫県内での災害に対しての救援活動への助成を想定しているが、2025年度は実施しなかった。 
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イ. 市民活動団体への非資金的支援事業 
資金助成と車の両輪となる非資金的支援を、2022年度以降、充実させてきている。 

 

以前からの取り組み 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 

有園博子基金における伴走支援（自主事業） 

日常的な相談活動（自主事業） 

認定NPO法人相談窓口（神戸市委託） 

   NPO法人設立・運営相談窓口事業（神戸市委託） 

 
地域課題に取り組むNPO等に対する運営支援業務 

（神戸市委託） 

NPO等の運営基盤強化に向けた市民

参加にかかるセミナー等実施業務

（神戸市委託） 

  
孤独・孤立対策活動基

盤整備モデル調査事業
（内閣官房委託） 

孤独・孤立対策担い手育成支援事業（内閣府補助） 

上記の通り、非資金的支援（いわゆる中間支援）業務が委託事業を中心に増えてきている。特

にNPOと市民をつなぐ「参加のデザイン」事業が複数事業に広がり、当法人の大きな柱になりつ

つある。 

「孤独・孤立対策」の3年目となる「孤独・孤立対策担い手育成支援事業」は、前年度に続き県

内外の中間支援組織のネットワークで実施し、「ひょうごモデル」の構築を目指した取り組みを行

った。  
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（6）NPO等の運営基盤強化に向けた市民参加にかかるセミナー等実施業務 
（神戸市委託事業） 

 概要 
 2022年より「地域課題に取り組むNPO等に対する運営支援業務」として継続受託していたが、2

025年度については、市民参加にかかるセミナー等実施業務としてテーマ指定された事業として受

託した。これは、p.20に後述する孤独・孤立対策担い手育成支援事業の一環で前年より取り組んで

きた「参加のデザイン」と同じ趣旨のもので、相乗効果も想定しながら取り組むことができた。 
 

実施内容 
 「ボランティアマネジメントの基礎を学ぶ!」と題して入門編（1回）と実践編（連続3回）の講

座として開催した。開催概要は以下の通り。 

※開催詳細は資料編に掲載。 
 

〇ボランティアマネジメントの基礎を学ぶ! 入門編 

開催日 2025年12 月13日 

場所 神戸市立婦人会館大ホール 

講師 岡村 こず恵 氏 甲南大学全学共通教育瀬インター特任准教授（当財団理事） 

参加者 14団体・18人 後日アーカイブ視聴でも22回 

内容 ボランティアの意義を考え、特徴を理解し、ボランティアマネジメントとは       

何かを考える講座 
 

〇ボランティアマネジメントの基礎を学ぶ! 実践編（全3回） 

開催日 ①2026年1月8日 ②2026年1月23日 ③2026年2月3日 

開催場所 ①②あすてっぷKOBE ③中央区文化センター 

ファシリテーター 柏木 輝恵 氏 （一社）シミンズシーズ総合研究所 理事 

参加者 ①11団体・11人・アーカイブ視聴17回 ②13団体・15人・アーカイブ視聴11回 

 ③12団体・13人・アーカイブ視聴11回 

内容 自団体ならではのボランティアプログラムをつくることを目指した。その為に     

初回では自団体の特徴を再発見することからはじめ、最終回ではボランティア募

集のポスターを作成しお互いに発表し合った。 
 

成果と課題 
 他の類似プログラム（マッチング等）のなかでは、既にボランティア募集の意欲があり組織体

制が整っている団体の参加が多い場合も散見されるが、実態として地域で公益的活動を行う団体

は小規模なところが多く、今回、募集以前の段階から丁寧に学ぶ機会と創出出来たことは、意義

の大きいものであったと考える。実際に最終回まで、脱落する団体も少なく、自団体ならではの

ボランティアプログラムまで完走して頂いたことは非常に有意義であったと考える。 

 とは言え、ほんの一部の団体にしかお届け出来ていない状況ゆえ、かかる支援を継続していく

ことが課題であり、大切なことであると考える。また、今回の講座は、ボランティアプログラム

作成までで終了となっており、その後の実際のボランティア募集やボランティアとの協働につい

ての啓発は今後の課題といえる。 
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（7）NPO法人相談窓口事業 

①NPO法人設立・運営相談窓口事業（神戸市委託事業） 

概要 
神戸市の「NPO法人設立・運営相談窓口事業（中部ブロック：中央区・兵庫区・長田区）を、2

025年4月〜2026年3月、2026年4月〜2027年3月に当財団が受託した。これで3年連続となる。 

 NPO法人の設立を検討している市民や団体、また設立後のNPO法人の役員変更・定款変更ほか、

法人運営全般に対応する常設相談を柱に、総会準備から所轄庁提出までに関する相談会の実施、N

PO法人設立に向けての説明会を実施した。 

 

実施内容 
1）相談窓口業務（常設相談） 

 受託2年目の2025年4月18日～2026年3月31日では82件の相談があった（財団事業年度では下表）。 

 設立相談は45件。NPO法人の設立に向けて申請書類の確認（19件）や、法人認証手続（8件）を

中心に対応を行った。こうした設立相談をへて設立認証に至ったケースは5団体であった。このほ

かNPO法人そのものについて説明を希望する相談を7件受けている。 

 また運営相談は37件で、役員変更手続きが8件、定型に分類されない相談が18件と多くを占めた。

その内容は、団体の立上げ、会員資格、役員報酬、総会運営、書類保存期間、領収書の書き方、

広報、会計、経営相談、人材紹介、建物売却に関するものであった。 

 2025年7月〜2026年3月 2026年4月〜2026年6月 

相談窓口 34団体60件 26団体34件 

 

2）相談会 

 「NPO法人なんでも相談（集中特別相談期間）」を下記の期間に実施した。 

2026年 5月18日〜22日 相談 2件 

 6月8日〜12日 相談 9件 

 

3）説明会 

 「NPO法人のつくり方説明会」を2025年9月に2回（対面およびオンライン、のべ10人参加）開催

した。 

 ※開催詳細は資料編に掲載。 

 

成果と課題 
 前年に比べ相談件数は減少した（97件→82件と15％減）が、所轄庁提出前の書類チェックを設立

相談全体の4割強行うなど、5団体の認証に向けて貢献できた。また運営相談では、所轄庁関連の

役員変更事例等の他、それ以外の広報・会計・人材等広範囲の相談に対応できた。 

 広報活動として、「NPO法人設立・運営相談」3つ折りリーフレットを、市民が集まる場所（図

書館、公民館、文化センター等各種会館等170か所）に配布等しているが、今後、より効果的な方

策を見つけていく必要がある。 
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②認定NPO法人相談窓口事業（神戸市委託事業） 

概要 
 神戸市の「認定NPO法人相談窓口事業」を、2025年4月〜2026年3月、2026年4月〜2027年3月に当

財団が受託した。窓口開設及び出張相談では、認定NPO法人制度の基礎知識や具体的な申請手順、

認定取得後の義務、所轄庁の監督について説明し、団体の状況に応じたアドバイスを行った。 

 

実施内容 
1）認定NPO法人制度及び認定取得・更新のための組織運営に関する相談窓口 

 2025年7月〜2026年3月 2026年4月〜2026年6月 

相談窓口 21団体43件 7団体10件 

出張相談 5団体6件 0件 

 

2）認定NPO法人制度及び認定取得・更新のための組織運営に関する説明会の企画・開催 

 3回（延べ40人参加）の講座を開催した。 

※開催詳細は資料編に掲載。 

  

3）認定NPO法人制度及び認定更新のための組織運営に関する説明会の企画・開催 

 神戸市管轄の認定NPO法人に呼びかける学習会・情報交換会を2回行った。 

※開催詳細は資料編に掲載。 

 

4）認定NPO法人の実態把握のためのカルテの作成業務 

 神戸市管轄の認定NPO法人全25団体を対象としたカルテ作りを行った。各団体の実務担当者と

オンラインによる面談を行い、事務局体制や現在の課題、次回更新に向けた課題などを確認。市

内の認定NPO法人の実態を把握するとともに、認定更新へ向けての相談につなげる資料とした。

各法人の実務担当者とつながりが出来ることも相談の促進では大きな意味を持っている。 

 

成果と課題 
 阪神・淡路大震災から30年を経て、当時から活躍してきた団体のいくつかは、高齢化や等の状

況の変化によって認定NPO法人を維持していくことが困難になりつつある（2025年度中の認定失

効1・更新断念1）。この状況に対して、2025年度は比較的新しく設立されたNPO法人に対する広報

にも力を入れてきた。 

 2025年度は、相談を受けていた1団体が新たに認定を取得し、他に複数の団体から2026年度以降

に認定NPO法人もしくは特例認定NPO法人の取得を目指すとの相談を受けている。 

 既存の認定NPO法人では、実績判定期間がコロナ禍に重なったことによる影響が複数の団体で

見られた。特に社会的な要請で事業規模が急拡大した団体で、その変化が認定更新にかかわるこ

とを把握できていないケースが複数あり、カルテ対応を通して各団体に対して注意喚起を行うこ

とが必要と考えている。 
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（8）孤独・孤立対策担い手育成支援事業（内閣府交付金事業） 

 概要 
 近年、「孤独・孤立」という問題の深刻さと、孤独・孤立対策におけるNPOの重要性の認識が社

会的に共有されるとともに、こういった活動を担う小規模なNPOへの支援における中間支援組織

の重要性も認識されるようになってきた。その一方、現実の中間支援組織においては、当財団も

含めて、支援の専門性、それを有する人材、活動資金源等の面で潜在ニーズに対して課題も多く、

その強化が大きな課題であると認識してきた。 

 かかる状況を受けて、昨年度「孤独・孤立対策のための中間支援3.0『ひょうごモデル』推進事

業」（内閣府交付金事業）を実施したが、その達成を基盤として、それをより充実、発展させよう

と、2025年度も中間支援3.0「ひょうごモデル」推進事業の第2年として、後述の事業を推進した 。 

 

【コンソーシアム団体】 

代表団体 ひょうごコミュニティ財団 

兵庫県内 明石 （一財）明石コミュニティ創造協会 

 北播磨 （特活）北播磨市民活動支援センター 

 加古川 （一社）シミンズシーズ総合研究所 

兵庫県外 岐阜 （特活）ぎふNPOセンター 

 東京 （認定特活）日本NPOセンター 

 

実施内容 
事業①「参加のデザイン」セミナーの拡充 

昨年度実施したセミナーに、「参加者への伴走支援」「企業・大学等への働きかけ＝NPOへの参

加希望者の開拓」を加え、より充実したプログラムとして実施 

 

【①-1 参加のデザイン実践セミナー】 

実施日 2025年9月13日・9月28日 

会 場 兵庫県中央労働センター 

講 師 岡村こず恵氏（甲南大学 全学共通教育センター 特任准教授） 

対 象 ボランティアを募集したい、仲間を広げたいNPO・市民活動団体 

参加者数 1回目23人、2回目20人 

実施内容 ボランティアマネジメントの考え方と基本を講師からのレクチャーにより学     

んだ上で、自団体の場合のボランティアプログラムを作成してみることに取り組

んだ。 

 

【①-2 伴走支援プログラム】 

実施期間 2025年10月〜2026年2月 

対 象 セミナー受講団体のうち重点支援を希望した3団体 
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内 容 セミナーの学びを自組織で実践するための個別サポート。ボランティア募集記      

事のブラッシュアップ、他メンバーとの合意形成支援、アクションへのフィード

バックなど、各団体の課題に即したアクションを伴走型で支援した。 

 

【①-3 シンポジウムの開催】 

 産官学民の多様な視点から「参加」を再定義し、新しいつながりの形を提案するシンポジウム

を開催した。 

実施名称 参加のデザインフォーラム「ともに育ち合うボランティアのカタチ」 

実施日 2026年2月28日 

会 場 兵庫県中央労働センター 

対 象 NPO、行政、企業、大学、学生、プロボノに関心のある社会人、一般市民 

参加者数 50人 

 

事業②「支援力パワーアップ研修」の実施（新規） 

NPO等の相談に独力で当たれる中堅スタッフの層が薄いという課題に対応するため、職歴の浅

い（概ね入職2〜5年程度）中間支援スタッフを対象とする支援力強化のための研修を実施。 

②-1 オンラインセミナー「支援力パワーアップセミナー基礎編」（全2回）  

②-2 集合研修「支援力パワーアップ研修実践編」 

 

事業③「伴走支援研究会」の実施（拡充） 

ニーズの大きい「伴走支援」について、コンソーシアム外からも委員を募り、全国の事例を検

証しその強化策を検討し体系化を目指した。全6回開催。 

【委員】 

柏木 輝恵  （一社）シミンズシーズ総合研究所 理事 

藤枝 香織       （一社）ソーシャルコーディネートかながわ 副理事長 

三本 裕子       （認定特活）日本NPOセンター 職員  

実吉 威          （公財）ひょうごコミュニティ財団 代表理事  

内山 愛美       （認定特活）ふくしまNPOネットワークセンター 理事・事務局長 

中尾 さゆり    （特活）ボランタリーネイバーズ 理事長 

坪田 卓巳       （一社）みくもや 理事 
 

成果と課題 
 このうち事業①は、多種多様なNPOの「参加受け入れ力」を高めるとともに参加希望者にもつ

なぐという全国にも類例のない先駆的なプログラムでありモデル性も高く、今期のメイン事業と

なった。参加そのものが孤独・孤立対策として重要な意義を有していることは言うまでもない。 

また、期末に実施したシンポジウムは、当初、伴走支援まで実施した各団体の成果発表の場とし

ての設定であったが、産官学民の多様な視点、特に参加する側の視点も交えた考察を加えたこと

で、より多面的かつ深い議論が出来た。結果、報告団体の活動への参加希望も多く届き、次の活

動に繋がる交流の場とすることができた。 

 事業②と③は中間支援そのものの強化事業であり、NPO支援への波及効果は高いと考える。 
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 事業②では、職歴の浅い中間支援スタッフに対象を絞ったことで、単なる一方的な学びの場と

するのではなく、お互いに切磋琢磨する場とすることができた。 

 事業③では、全国各地での「伴走支援」の実例を詳しく聴取すると共に、その手法とノウハウ

を類別化し、比較することで多くの発見があった。ターゲットが個人であったり、団体の組織強

化であったりする中、その当初の基本設計に違いがあるだけでなく、その後の支援体制等の手法

等で更に工夫が施されており、「伴走支援」と一言で言ってもその実は様々であり、大いに刺激を

感じる研究会となった。 

 

 

（9）その他の中間支援事業 

 これまで述べてきた行政事業の範囲外でも、日常的な活動として兵庫県内の市民活動団体から

の相談に対応してきた。 
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ウ. 市民活動活性化につながる基金・財団等への支援 
 （10）他の基金等の事務局受託等 

 1）住友ゴム工業CSR基金のサポート事業 
 本事業は、住友ゴム工業株式会社が従業員から募金を任意で集め、その募金と同額を会社が負

担するマッチングギフトにより地球環境問題や社会問題解決に向けた多様なCSR活動を支援する

ものである。助成先は、ひょうごコミュニティ財団が推薦した団体を同社内部で選考し決める。2

026年度は5団体の推薦となり総額150万円の助成となった。 

 また、6月には新たな試みとして、One Dayプロボノと言うイベント型の1日プロボノを実施した。

そこには、住友ゴム等3企業の従業員30人程が参加し、NPO団体3団体8人と共に各団体の課題解決

に取り組んだ。主催は住友ゴム等企業で、当財団は企画・運営面でサポートさせて頂いた。 

※CSR基金の採択団体は資料編に記載 
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エ. 調査研究事業 
（11）調査研究・ネットワーク事業 

 当年度は、主に「中間支援と協働」「公益信託」の分野で活動した。 

 前者は、「NPOと行政の協働タスクチーム」「CEO会議」ほか全国のネットワークの中で継続的

に検討・協議している。また、「（8）孤独・孤立対策担い手育成支援事業」の中でも「伴走支援」

のあり方について調査研究を進めた。「中間支援機能の強化」は全国的な課題であり、引き続きア

ドボカシー（提言）も行いつつ、この分野の力を高めていきたい。 

 後者は、前年度の公益法人制度改革に続く公益信託制度の大改革の年にあたり、各種の勉強会

やネットワーク等に参画した。 

 

1）「中間支援」「協働」に関する研究、提言 
研究としては、①「NPOと行政の協働タスクチーム」において「協働」という側面からの学習

を行った。事業実施の中で、伴走支援のあり方の検証、強化を行った（→p.20「（8）孤独・孤立対

策担い手育成支援事業」事業参照）。 

  

2）委員・役員等の受任 
〇団体 

神戸市居住支援協議会 正会員団体 

NPO法人会計基準協議会 正会員・世話団体 

〇個人 

（特活）市民社会創造ファンド 理事 

神戸市居住支援協議会 会員 

兵庫県孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム 委員 

「NPOと行政の協働タスクチーム」世話人（休会中） 

NPO・市民活動支援共有ミーティング「わくわく会議」世話人（休会中） 

（社福）中央共同募金会「被害者やその家族等への支援活動助成」選考委員 

Panasonic NPO/NGOサポートファンド 選考委員 

災害救援ボランティア活動支援関係団体連絡会議 委員 

大阪府公益認定等委員会 委員（任期：2023.8〜2025.8、2025.8〜2027.8） 

 ※いずれも実吉代表理事 

  

3）加盟している団体やネットワーク、学習会等 
〇団体 

ひょうご市民活動協議会（HYOGON）（団体正会員） 

ひょうご中間支援団体ネットワーク（加盟団体） 

ひょうごん福祉ネット（団体正会員） 

（認定特活）日本NPOセンター（団体正会員） 

NPO法人会計基準協議会（団体正会員） 
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（認定特活）NPO会計税務専門家ネットワーク（NPO＠PRO）（団体正会員） 

市民ファンド/コミュニティ財団の集い 

新公益信託制度研究会 

関西公益信託ネット（新規） 

 

4）講師派遣の実績 
〇実吉代表理事 

2025年 8月2日 ファンドレイジング協会ユースチャプター 

 9月9日 神戸防災技術者の会（K-TEC） 

 9月26日 灘中学校 

 11月2日他 新潟産業大学 

 11月25日 兵庫県孤独・孤立フォーラム 

2026年 3月8日 舞台芸術制作者オープンネットワーク（ON-PAM） 

 3月16日 福島市市民活動サポートセンター 

〇安井職員・福田職員 

2026年 3月14日 「学ぼう、助成金申請のポイントやコツ」（伊丹市立市民まちづくりプラザ） 
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オ. 社会貢献を志す方への支援（広報・資金調達の状況） 
 当法人にとっての「広報・ファンドレイジング（資金調達）」は、寄付者やボランティア希望者

など社会貢献を検討される方にとっては情報提供やコンサルテーションというご支援となる。遺

贈希望者を始めとする寄付者への相談・情報提供もそのように位置づけて実施している。 

 当年度は、遺贈寄付の中から『外国ルーツまたはミックスルーツの若者の活動支援基金』が実

現したほか、年度末近くに複数の遺贈相談が重なり、さまざまなご希望をお持ちの寄付者様と相

談を重ねている。 

 

（12）広報・ファンドレイジング事業 

①広報 
 ニュースレターを2025年9月より発信し始めており（約4,400部）、2026年6月で第10号となった。

巻頭の役員リレーコラム、今月の目玉情報、当法人からのご案内、助成先団体などの報告・イベ

ント告知コーナー、常設個別相談、事務局からのつぶやき、編集後記からなっている。発信先は、

役員、選考委員、賛助会員、助成応募団体、講座・セミナー参加者、県内NPOや中間支援団体、

寄付者、その他折々の名刺交換者などである。 

 

②寄付つき商品 
〇ASAHI-MITSUHASHI基金 

朝日ゴルフ株式会社様に、同社の健康器具「ごるトレ」「ボディトレ」を寄付つき商品とし、売

上からご寄付をいただいた。 

これを基にした「ASAHI-MITSUHASHI基金」は、「ひょうご・みんなで支え合い基金」に統合し

ており、「子ども支援分野」枠として公募した。 
 

〇夢工房株式会社 

夢工房株式会社様に、同社の健康管理ソフトウェアを寄付つき商品とし、売上からご寄付をい

ただいた。2025年度は「ひょうご・みんなで支え合い基金」の一部原資として、「子ども支援分野」

枠として公募した。 
 

③遺贈寄付 
 年間10件前後のご相談をお受けしているが、相談件数は漸増傾向にある。当然ながら1件1件の個

別性が高く、また内容も厳粛なものであるため、ご本人のご意向を第一に丁寧な対応を心がけて

いる。 
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3．組織 
（1）役員、評議員、顧問、専門アドバイザー等の状況 

2026年6月30日時点。いずれも敬称略。 

評議員 
当年度は非改選期であり、全員が継続した。 

 （任期：2024年9月27日〜2028年度評議員会終了時） 

評議員 小谷 公仁子 評議員 佐伯 亮太 評議員 谷川 尚 

評議員 出口 正之 評議員 中山 光子 評議員 仁科 あゆ美 

評議員 早瀬 昇 
 

理事・監事 
当年度は非改選期であり、全員が継続した。 

（任期：2024年9月27日〜2026年度評議員会終了時） 

理事 実吉 威（代表理事） 理事 西河 紀男（代表理事）  

理事 島田 雄三（副代表理事） 

理事 岡村 こず恵 理事 河合 将生 理事 坂西 卓郎 

理事 谷口 享子 理事 永田 譲蔵 理事 藤井 洋一  

理事 冬頭 佐智子 

監事 重田 和寿 監事 宮﨑 洋彰 
 

顧問 
 当年度は非改選期であり、全員が継続した。 

（任期：2024年8月27日〜2026年度決算理事会） 

顧問 小森 星兒 顧問 田中 茂 顧問 室崎 益輝 
 

専門アドバイザー 
阿部 陽一郎     石田 祐            荻野 俊子       川中 大輔 行司 高博 

久戸瀬 昭彦 久保 幸一 佐藤 等史 茶野 順子 長沢 恵美子 

畑本 康介 馬場 英朗 細谷 崇 松井 薫 渡辺 元 
  

事務局ボランティア 
西池 陽一 

 

（2）会議 

評議員会 
2025年 9月17日 第18回定時評議員会（ひょうごコミュニティ財団事務所） 

  出席評議員  7人中7人 

  審議事項    2024年度決算案承認の件 
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理事会 
2025年 8月26日 第65回理事会（財団事務所およびオンライン） 

  出席理事 10人中10人（監事2人出席） 

  審議事項  1．2024年度事業報告案承認の件 

    2．2024年度決算案承認の件 

3．2025年度定時評議員会の日時及び場所並びに目的である事

項の決定の件 
 

2026年 1月26日 第66回理事会（財団事務所およびオンライン） 

   出席理事  10人中9人（監事2人出席） 

   報告・協議事項 次年度以降の助成事業について、他 
 

 4月6日    第67回理事会（財団事務所およびオンライン） 

   出席理事  10人中10人（監事2人出席） 

   審議事項  事務局長代理の選任  
 

    6月30日    第68回理事会（財団事務所およびオンライン）  

         出席理事  10人中9人（監事2人出席） 

                      審議事項  事務局長代行の選任 
 

選考委員・役員等意見交換会 
2025年 7月23日 選考委員・役員等意見交換会 

   評議員6人、理事9人、監事1人、選考委員・企画委員18人、事務局5人 出席 

 

（3）組織の基盤整備 

１）理事会の部会制 
2024年度に設置した3部会を今年度は下記のように開催した。 

 

◯広報・ファンドレイズ部会 

開 催 2025年8月8日、2026年5月22日 

構成員 西河代表理事、実吉代表理事、谷口理事、永田理事、藤井理事、安井職員、福田職員 
 

◯助成プログラム部会 

開 催 2025年8月9日、9月5日、10月7日、2026年6月19日 

構成員 実吉代表理事、小谷評議員、佐伯評議員、河合理事、坂西理事、安井職員、福田職員 
 

◯人事・総務部会 

開 催 2025年9月24日、2026年1月21日、4月30日 

構成員 田中顧問、実吉代表理事、岡村理事、冬頭理事 

オブザーバー 宮崎監事、安井職員、大内職員 
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２）事務局体制 
ほぼ前年度からの体制を維持したが、年度末に至り、事務局長代行職の設置・選任と正職員の

新規募集を行った。いずれも実際の動きは新年度からだが、組織化の重要な歩みを進めた。 

※事務局長代行には安井毅職員が就任（2026年7月1日〜）。 

※新規職員は2026年7月に1人採用、8月から入職。 

 

◯2025年度事務局体制・職員一覧 

代表理事 実吉 威 ※事務局長兼務 

常勤職員 福田 和昭 大田 哲三 安井 毅 大内 直子 

 長澤 潤一郎（2026年3月退職）※週4日の準常勤職員を含む。 

非常勤職員 奥田 裕之 
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〈資料編〉 
以下に記載する人物名は全て敬称略、肩書きも当時のものとしている。 

（1）共感寄付 
〇第6期参加団体（寄付募集事業および寄付額・助成額 集計期間：2025年4月1日～2026年3月31日）
 （単位：円） 

団体名 事業名 所在地 寄付額 助成額 

（特活）神戸の冬を支える会 ホームレス状態、安定した住居がない方への支援活動 神戸市 1,178,747 1,001,935 

音遊びの会 知的障害者とアーティストによる即興音楽プロジェクト 神戸市 528,300 449,055 

（一社）神戸みらい学習室 

”神戸市職員有志×地元大学生”が行う無料学習支援

と、全国初！！講師と受講生の最適マッチングアルゴ

リズムアプリの全国無料開放 

神戸市 6,280,000 5,338,000 

（特活）家族支援センタ

ー・クローバー 

離婚により離れ離れになった親子の面会を支援する活

動 
姫路市 365,000 310,250 

奥田純子基金 日本語学校で学ぶ留学生の「ゆめ」を奨学金で後押し 神戸市 2,592,117 2,203,299 

（特活）Seeds of Tomorrow 学習の機会に恵まれない子供たちの夢をかなえたい 神戸市 1,100,000 935,000 

（特活）こどもサポートス

テーション・たねとしずく 

こどもの孤立・虐待・自死を防ぐ。つながり続ける伴

走支援の強化 
西宮市 353,500 300,475 

（一社）デモクラティック

スクールまっくろくろすけ 
リフォームした校舎に必要な設備を整えたい！ 神崎郡 867,000 736,950 

（特活）NGO神戸外国人救

援ネット 

言葉と制度の壁を越えて。困難を抱える外国人の相

談・支援活動 
神戸市 865,000 735,250 

 神戸レインボーフェスタ

実行委員会 
神戸レインボーフェスタ2026 神戸市 8,855 0 

TEARDROPS 
IKAWADANI BASE 〜伊川谷地域に住む子どもたちに

安心の拠点を〜 
神戸市 510,000 433,500 

（特活）神戸教員支援Teac

her's 

自信をもって明るく元気に子どもたちの前に立ち、

『病まない・辞めない』先生を一人でも多く！ 
神戸市 349,345 296,943 

（特活）西脇てとて広場 
生きづらさを抱えた子どもが自分らしさを肯定し、本来

の力を取り戻して生き生き輝ける子どもの居場所事業 
西脇市 573,848 487,771 

（特活）DUAL RING 
障害のあるなし関係なく誰もが笑顔になれる居場所づ

くり 
川西市 100,000 85,000 

（特活）AVA健康Labo 元気な100歳講座と元気な子ども講座 神戸市 215,527 183,198 

（一社）Fir-St-Art 
音楽を軸とする居場所・つながり〜音楽サークル＆ス

テージフェスタ 
神戸市 10,000 0 

NFB（旧：西宮市肢体不自由

児者父母の会） 
オールキッズフェスタひょうご 西宮市 1,957,000 1,663,450 

RICコミュニティライブラ

リー 

〜「本との出会い」が身近にあるまちに〜六甲アイラ

ンドで28年続く私設図書施設 
神戸市 132,000 112,200 

（特活）福祉ネット星が丘 子ども以上大人未満の方々の自立ホーム設立 神戸市 308,000 261,800 

（認定特活）東灘地域助け

合いネットワーク 

地域の絆を守り30年 住民同士の助け合いで地域福祉

の課題を解決する生活支援サービス 
神戸市 100,000 85,000 

（特活）ウィズアス（神戸ユ

ニバーサルツーリズムセンター） 
無料レンタル「KOBEどこでも車いす」プロジェクト 神戸市 10,000 0 
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（特活）こどもコミュニテ

ィケア 

みんないっしょに大きくなろう！～医療的ケアのある

子もない子も～ 
神戸市 984,297 836,652 

壁がなければ実行委員会 第10回壁がなければ すべての人は等しく存在する 宝塚市 213,700 181,645 

（一社）TICC 
「支援者を支える支援」〜トラウマインフォームドな

学びを届けたい〜 
尼崎市 50,000 42,500 

マサヤン・タハナン 
日本に暮らすフィリピン人に必要な情報をフィリピン

語で伝えたい 
神戸市 470,000 399,500 

（公財）Rock Castle財団 奨学金で動物専門学校に進む学生を支援！ 芦屋市 0 0 

被災地NGO恊働センター 能登半島地震復興のための地元応援基金 神戸市 150,000 127,500 

KOBEワカモノ起業コミュ

ニティ 
KOBEワカモノ起業コミュニティ 神戸市 55,000 46,750 

あまがさきユース保健室 
子ども若者の命を守るための医療従事者が行うユース

保健室 
尼崎市 277,000 235,450 

toiro firstステップの=私たちの最初の一歩＝ 神戸市 0 0 

合計 20,604,236 17,531,451 

※プログラム規程により、寄付目標金額の10％に達しなかった事業は助成金交付には至らなかった。 

  

〇第7期参加団体（寄付募集期間：2026年4月1日〜2027年3月31日） （単位：円） 

団体名 事業名 寄付目標金額 

（特活）神戸の冬を支える会 
ホームレス状態、安定した住居がない方（住む家ののない方、

生活困窮者）への支援活動 
2,000,000 

神戸レインボーフェスタ実行委員会 神戸レインボーフェスタ2027 1,000,000 

音遊びの会 知的障害者とアーティストによる即興音楽プロジェクト 500,000 

TEARDROPS 
IKAWADANI BASE 〜子どもたちの名前のない痛みを聴く、地

域の拠点〜 
1,180,000 

（特活）NGO神戸外国人救援ネット 
言葉と制度の壁を越えて。困難を抱える外国人の相談・支援活

動 
2,000,000 

（一社）神戸みらい学習室 
”神戸市職員有志×地元大学生”が塾に通えない中高生に無料学習

支援を行う「神戸みらい学習室」を市内全域に拡大したい 
4,600,000 

（特活）こどもコミュニティケア 
みんないっしょに大きくなろう〜医療的ケアのある子もない子

も、ともに育ち合う保育園〜 
1,500,000 

（特活）家族支援センター・クローバー こどもに両親の愛を届けるお手伝い 1,000,000 

奥田純子基金 日本語学校で学ぶ留学生の「ゆめ」を 奨学金で後押し 3,000,000 

（特活）Seeds of Tomorrow  学習の機会に恵まれない子供たちの夢をかなえたい 2,000,000 

（特活）こどもサポートステーショ

ン・たねとしずく 

こどもの孤立・虐待・自死を防ぐ。つながり続ける伴走支援の

強化 
2,500,000 

（一社）Fir-St-Art 
音楽を軸とする居場所・つながり〜音楽サークル活動＆ステー

ジフェスタ〜 
550,000 

NFB オールキッズフェスタひょうご2026 1,000,000 

RICコミュニティライブラリー 
〜これからも「本との出会い」が身近にあるまちに〜 六甲ア

イランドで28年続く地域の図書施設 
1,000,000 

（特活）ウィズアス 無料レンタル「KOBEどこでも車いす」プロジェクト 2,000,000 

壁がなければ実行委員会 第11回壁がなければ美術展〜すべての人は等しく存在する〜 600,000 
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マサヤン・タハナン 
日本に暮らすフィリピン人に必要な情報をフィリピン語で伝え

たい 
1,000,000 

（一社）神戸みらい学習室 
夢ゼミ：中学生の”選べる未来”を増やす 社会の大人と出会う

キャリアデザイン 
1,000,000 

被災地NGO恊働センター 能登半島地震復興のための地元応援基金 1,000,000 

（一社）神戸みらい学習室 学習支援団体の運営を効率化するアプリで支援 1,500,000 

toiro 
頼れる家族がいない若者が自分らしく自分の力で生きていける

場所作り 
500,000 

あまがさきユース保健室 子ども若者の命を守るための医療従事者が行うユース保健室 2,000,000 

KOBEワカモノ起業コミュニティ KOBEワカモノ起業コミュニティ 500,000 

ウィメンズサポートあかし 住まいは命綱。明石から、か弱い女性をまもる家をつくる。 3,000,000 

（特活）スマイルポケット 
子育て世帯の孤立を防ぐ！アウトリーチの見守りとみんなの居

場所事業 
500,000 

（一社）すまい研 

1人ぼっちが集まった、学生ボランティアチーム『０組ぼっち類

型』どんな人でも安心して笑顔で楽しく過ごせる「居場所」を

作ります！ 

500,000 

（一社）ダンストーク 
ダンスはみんなのもの。誰もがダンスに出会い、踊ることがで

きるまちに。 
500,000 

（特活）ミャンマーKOBE 
クーデターや大地震から逃げるように来日するミャンマー人が

急増、彼らが日本で安心して暮らせる支援をしたい！ 
1,000,000 

（特活）京口スコラ 子どもたちの未来が描けるフリースクールを！ 500,000 

（特活）放課後学習ボランティア支援

の会 

「できた！」が子どもの自信を育てる。放課後学習支援を神戸

市全小学校へ※現在15校で活動中 
700,000 

（一社）このはホーム 
自立援助ホーム等で過ごす青年期児童の、乳児保育体験活動と

第三の居場所づくり 
550,000 

（一社）TICC 
語りを社会へ-子ども期に逆境的な経験をした人々の声を届ける

ポッドキャスト 
500,000 

 

（3）真如苑・ひょうご多文化共生基金 
〇第10期 採択団体一覧（事業期間：2026年4月1日～2027年3月31日） 

《活動応援コース》 （単位：円） 

団体名 事業名 所在地 採択額 

任意団体Rejoice 

（2026.3.13 NPO法人認証） 
多文化家庭の子育て・生活サポート事業 

朝来市 

 （阪神外） 
 300,000 

マサヤンタハナン フィリピン移住者の暮らしを支える相談窓口事業 神戸市 230,000 

NPO香美町にほんごマルカ

ル 

支援者学習者という垣根をなくして互いに支え学

び合う活動事業 

香美町 

 （阪神外） 
230,000 

（特活）ガルーダ・ジャパ

ンコミュニティ 
在留外国人の生活環境改善推進事業 神戸市 170,000 

VIAN ラントイのベトナム・サマー/ウインター・スクール 神戸市 170,000 

小 計 1,100,000 
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《組織応援コース》 （単位：円） 

団体名 事業名 所在地 採択額 

（特活）多文化センターま

んまるあかし 
資金管理体制強化 

明石市 

 （阪神外） 
200,000 

活動応援コースと組織応援コースの合計 1,300,000 

 

（4）ひょうご・みんなで支え合い基金 
〇第4期（事業期間：2026年4月1日～2027年3月31日） 

《若者活動応援分野》 （単位：円） 

団体名 事業名 地域 採択額 

LGBTQユースサポート・プラ

イドプロジェクト 
LGBTQユースのための居場所事業 西宮市 200,000 

TEARDROPS  LITERRA－育つ育つ、つながる、やさしさの拠点－ 神戸市西区 200,000 

（特活）メイカーズクラブ  
若者が自ら企画実践する兵庫の技術現場と学ぶ対話・体

験プログラム 

大阪府 

寝屋川市 
200,000 

若者活動応援分野 合計 600,000 

 《子ども支援分野（Aコース）》 （単位：円） 

団体名 事業名 地域 採択額 

coucou 東播磨こども発達・医療的ケア児ピア支援事業 加古川市 200,000 

チャイルドラインひょうご 子どもが安心できるこころの居場所をつくる事業 姫路市 200,000 

tsukanoma 子ども見守り付きカフェ 神戸市垂水区 170,000 

ととのうラボAshiya みんなでつながるチクチクタイム 芦屋市 200,000 

（特活）樹木研究会こうべ 里山林での「あそびとまなび」 神戸市兵庫区 180,000 

小 計 950,000 

 《子ども支援分野（Bコース）》 （単位：円） 

団体名 事業名 地域 採択額 

あかし不登校でつながるサー

クル 
学校に行きづらい子どもをもつ親の会 明石市 500,000 

（特活）陽だまりの会 ひょうご つながる子ども希望キャラバン事業 明石市 500,000 

森のフリースクールねっこぼ

っこ 
フリースクール事業 多可町 500,000 

（特活）ふえっこ自然村 
丹波に根ざすオルタナティブスクール〜持続可能な里山コ
ミュニティの運営を目指して〜 

丹波市 250,000 

小 計 1,750,000 

子ども分野（Aコース+Bコース）合計 2,700,000 

《組織応援コース》 （単位：円） 

団体名 事業名 地域 採択額 

労働者協同組合こども編集部  持続可能な居場所運営のための基盤整備事業  神戸市垂水区 300,000 

（特活）りとるめいと  ひょうご・みんなで支え合い基金  養父市 300,000 

（特活）ミャンマーKOBE  ボランティアの拡大と学びのための組織強化事業 神戸市長田区 200,000 

組織応援コース合計 800,000 

ひょうご・みんなで支え合い基金合計 4,100,000 
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（6）NPO等の運営基盤強化に向けた市民参加にかかるセミナー等実施業務 
（神戸市委託事業） 

〇全体の参加者数等 

  実施時期 団体数 人数 動画配信 計 

入門編 2025年12月13日 14団体 18人 22回視聴 43人相当 

実践編① 2026年1月8日 11団体 11人 17回視聴 30人相当 

実践編② 1月23日 13団体 15人 11回視聴 28人相当 

実践編③ 2月3日 12団体 13人 11回視聴 26人相当 

計   50団体 57人 
61回/70人 

 換算※ 

延べ127人（111団体）相当 

企画時点の目標：90団体 

 

〇実施内容 

①ボランティアマネジメントの基礎を学ぶ! 入門編 

日時 2025年12月13日 13:30-15:30 会場 神戸市立婦人会館大ホール 

講師 岡村 こず恵 氏（甲南大学 全学共通教育センター特任教授） 

概要 
ボランティアの特徴を理解して、ボランティアと協働する意味を考える。さらにボランティアマネジメント

の４つの要素等、ボランティアマネジメントの基礎を学ぶことにより実践編に繋がる考え方を整理する。 

 ②  ボランティアマネジメントの基礎を学ぶ! 実践編（全3回） 

日時 

①2026年1月8日 13:30-15:30 

②2026年1月23日 13:30-15:30 

③2026年2月3日 13:30-15:30 

会場 

①あすてっぷKOBEセミナー室１ 

②同上 

③中央区文化センター1001室 

講師 柏木 輝恵 氏（ （一社）シミンズシーズ総合研究所理事） 

概要 

3回の連続セミナーを通じて、自団体独自のボランティアプログラムを作成することを目指し、自団体の特

徴を再発見することから始め、プログラムの素をつくり、更にプログラム作りに挑戦していく。最終的には

プログラムをポスターの形にて作成し、それぞれの団体のボランティア募集ポスターを発表しあう。 

  

（7）NPO法人相談窓口事業 
①「NPO法人設立・運営相談窓口事業」（神戸市委託事業） 

3）説明会 

 日程・場所 各回テーマ 講師（敬称略） 人数 

2025年10月25日 

中央区文化センター 
NPO法人のつくり方説明会 

福田和昭（当財団職員） 

ゲスト：中村美智留（（特活）メイクユース

マイル神戸理事長） 

4人 

（個別相談2件） 

11月6日 

オンライン 
NPO法人のつくり方説明会 大田哲三（当財団職員） 

6人 

（個別相談2件） 

 

②「認定NPO法人相談窓口事業」（神戸市委託事業） 

2）認定NPO法人制度及び認定取得・更新のための組織運営に関する説明会の企画・開催 

 日程・場所 各回テーマ 講師（敬称略） 人数 

2025年7月8日 

中央区文化センター 
NPO法人の監事の役割講座 宮崎洋彰（公認会計士・税理士） 18人 
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7月24日 

中央区文化センター 
NPO法人の運営基礎講座 奥田裕之（当法人認定NPO法人相談窓口担当） 12人 

11月7日 

あすてっぷKOBE 
認定NPO法人入門講座 

大島一晃（場とつながりの研究センター/当法人認定NP

O法人相談窓口担当） 

ゲスト：河野由季氏（認定NPO法人てんびん代表理事） 

10人 

  

3）認定NPO法人制度及び認定更新のための組織運営に関する説明会の企画・開催 

 日程・場所 各回テーマ 講師（敬称略） 人数 

2025年10月23日 

オンライン 

認定NPO実務、神戸市の取り組

みに関する学習・意見交換会 
奥田裕之、福田和昭（認定NPO法人相談窓口相談員） 

9団体 

10人 

2026年3月25日 

あすてっぷKOBE 
情報交換会 相互意見交換 

6団体 

6人 

  

（12）他の基金等の事務局受託等 
〇住友ゴム工業CSR基金 採択団体一覧 

《2025年度》（事業期間：2025年4月1日～2026年3月31日） （単位：円） 

  団体名 地域 助成金額 備考 

1 （認定特活）てんびん 神戸市 300,000 継続 

2 （特活）ゆるり家 稲美町 300,000 新規 

3 （特活）リベルタ学舎 神戸市 300,000 新規 

4 （一社）須磨里海の会 神戸市 300,000 新規 

5 被災地NGO恊働センター 神戸市 300,000 新規 

  計  1,500,000   

 


